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放射性物質の大気沈着・拡散過程および陸面相互作用の理解
Atmospheric-Terrestrial Interactions in Radioactive Pollution by the Fukushima Accident
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著者らは，１）福島事故により大気中に放出された放射性核種の物理・化学性状とその成因を理解すること（一次放
出），２）大気輸送・拡散モデルの精度向上と，それを用いた事故放出量の推定に寄与すること，３）陸域への沈着と大
気中への放射性核種の再飛散とその物理・化学形状、放出源（二次放出）を理解し大気―陸面相互作用を定量化するこ
と，を目的として科研費研究班を組織した。最終的には，放射性物質の大気―陸域―水圏の移行モデルの確立や，呼吸
による内部被ばく量推定の基礎データにも寄与することを目指すとともに，内部被ばくに係わる大気放射能の情報を社
会に提供し，国民の安全・安心の確保に貢献することを大目標としている。
この計画では，異分野の最新手法を融合させた総合的な調査研究手法・体制で研究を推進し，具体的には以下のテー

マを設定している。
１）福島第一原子力発電所の周辺，特に放射性物質の沈着により空間線量の高い地点で，継続的に大気エアロゾル及

びガス状の放射性物質を捕集し，その濃度変動を明らかにする。
２）事故直後から捕集されてきたサンプルを分析し，放射性核種の詳細，粒径分布・化学成分や同位体比率との相関

など放射性物質の物理的・化学的性状を理解する。
３）上記汚染地域に観測フィールドを設定し,各種条件下での放射能濃度変化および土壌粒子やエアロゾルの飛散を気

象要素・土壌水分などとの同時観測を行い,さらに必要に応じ条件をコントロールした飛散実験を行い，土壌からの放射
性物質の再飛散プロセスを理解する。その際に最新の質量分析手法を応用し,大気エアロゾル粒子中の核種や元素を直接
測定し,気象要素などとの関係を明確化する。
４）スギなどの花粉，植物表面のワックス状物質などの飛散など，生態系から大気へと供給される放射性物質の物理・

化学形態と放出フラックスの定量化を行う。
５）降水中の放射能濃度と大気中濃度との比較およびモデルとの比較により，現在仮定されている放射性物質の湿性

沈着量の妥当性を検証する。
６）各活動で得られた結果とモデル計算を比較し，大気中での輸送・拡散・沈着過程の定量化の精度向上を図り，陸面

との相互作用を定量化するため再飛散過程をモデル化する。
本発表においては，上記研究計画の概要を紹介し，福島事故に対応してあるべき大気科学研究の内容について議論を

行う。
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